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イプサは、肌本来が持つ自ら美しくなろうとする力、また肌にとって本質的に重要な「水」に着目し、創業以来約40年間研究を続

けてきました。その中で、水分を与えるだけではなく水分を保つことができるイプサ独自成分「アクアプレゼンターⅢ」の開発や、

長時間うるおいをキープできる化粧水の開発などに力を入れてきました。

今回は誘導ラマン散乱(Stimulated Raman Scattering, SRS)顕微法*1を用いて、これまで測定が難しかった肌内部の水そのもの

を3次元で測定し、角層での水分保持状態を3D画像で可視化しました:*2（図1） 。

生命にとって、また美しい肌にとって、本質的に重要な「水」。その構造はシンプルで単純なようにも思われますが、実はその挙

動には未知な領域も少なくなく、「水」は興味深い研究対象です。今回の技術によって「水」そのものの可視化が可能になったこと

により、水の性質、ひいては美しい肌と水の関係性をより深く理解することにつながると考えます。イプサはこの技術を応用し、角

層の水分保持状態を詳細に解析することで、保湿効果が高い商品開発に活かしていきます。

肌内部の水分子を精密に測定・可視化する先端技術
資生堂と東京大学との共同研究では、「誘導ラマン散乱顕微法」を用いることで、肌内部の水分子そのものを精密に測定するこ
とに挑戦しました。この「誘導ラマン散乱顕微法」は、対象物に２つのレーザー光を同時に照射した際の光の強さの変化を検出す
ることで、その対象物中の分子を非侵襲的（皮ふを傷つけることなく）かつ3次元的に検出し、イメージング計測する技術です。

イプサ、角層の水分保持状態を3D画像で可視化
～水分子そのものを測定する先端技術を活用～

研究背景
当社既存の水分量測定は、市販されている測定機器を皮膚表面に接触させ、水が電荷をため込む性質を利用し、水分量と相関
する静電容量を測定する手法が行われてきました（図2）。この手法で得られるデータは機器の先端部分を接触させた場所の数
値情報でした（図３）。今回、水が角層のどの程度の深さまで浸透して保持されているのか詳しく観察するため、肌内部の水分子
そのものを詳細に測定・可視化する技術に着目しました。
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図１ 誘導ラマン散乱顕微法を用いた角層の水分保持状態の可視化

図3 既存技術で得られるデータ例図2 イプサ既存の技術（イメージ）

*1 光と分子の相互作用のひとつである誘導ラマン散乱(SRS)という現象を用いて、分子を検出する技術。
*2 資生堂と東京大学との共同研究

図4 誘導ラマン散乱顕微鏡
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本技術の応用例
水とイプサの化粧水を角層シートへそれぞれ塗布しました。その後、表面に残ったサンプルを除去し、高湿度環境下へ移動させ
、水を十分に保持させました。水を十分に保持させた各角層シートでどれくらいの水が分布しているかについて、誘導ラマン散乱
顕微鏡を用いて3次元で測定し、可視化した結果、以下のようなデータが得られました（図7）。水分保持状態に違いが表れたの
は、角層内に化粧水製剤のうるおい成分が浸透したためだと考えられます。

図7 角層シートに保持されている水の分布を測定し、3D画像として可視化

今後の展望
資生堂と東京大学との共同研究では、誘導ラマン散乱顕微法を活用することで、これまで困難であった肌内部の水分子そのも
のを精密に測定・可視化することを可能にしました。この新しい技術は、角層の水分保持状態を3D画像で可視化できるため、製
剤を塗布した際の角層への浸透状況をより理解するうえで非常に重要な技術です。
今回、イプサはこの技術を応用し、水の性質、ひいては美しい肌と水の関係性をより深く理解することにつなげ、角層の水分保持
状態を精密に解析することで、保湿効果が高い商品開発に活かしていきます。
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図6 今回の技術で得られるデータ例図5 今回の技術（イメージ）

深さごとに水を測定でき、3D画像が得られる
角層断面イメージ図（上が表面、下が肌奥）
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例えば対象物を角層シートにした場合、角層シートを通って出てきた光のうち、水分子に特有の光を検出・解析することで 、縦/
横/深さ方向の3次元で水分子そのものを計測することができます（図5, 6左）。さらに、3D画像を得ることにより、表面から奥にか
けて存在する水の分布、角層の水分保持状態の可視化を可能にしています（図6右） 。
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